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北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会

夏の味覚！
　 北見メロン
　　   収穫スタート
　ＪＡきたみらい管内では北見メロン

の収穫が６月下旬から始まりました。

　北見地区上仁頃の安斉良子さんの

ハウスでは赤肉品種「ルピアレッド」

を約24㌃作付けしており、６月28日か

ら収穫を始めました。３月下旬の定植

後は順調に生育し、徹底した温度管理も行ったことで、

糖度やネット張りも上々に仕上がりました。

　収穫にあたって息子の安斉静雄さんは「栽培方法を工

夫し、糖度を測ってから収穫するなど品質には気を使っ

ている。たくさんの人に美味しい北見メロンを食べても

らいたい」と話しました。

　今年は14戸で約4,500㌜の出荷を見込んでおり、８月

中旬頃までオホーツク管内のスーパーや量販店で販売さ

れる予定です。

合併２０周年に感謝を込めて
　

当
Ｊ
Ａ
は
２
０
０
３
年
２
月
に
旧
８
Ｊ
Ａ
が
合

併
し
て
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
と
な
っ
て
か
ら
今
年
で

20
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
６
月
17
日

に
組
合
員
ふ
れ
あ
い
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
坪
組
合
長
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
会
挨
拶
で
「
Ｊ

Ａ
が
合
併
し
て
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
先
人

や
組
合
員
、
関
係
機
関
の
お
か
げ
。
今
日
は
日
頃

の
感
謝
を
込
め
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
の
で
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と
来
場
者
に
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
約
20
の
テ
ン
ト
が
並
び
、

Ｊ
Ａ
加
工
品
の
カ
レ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
、
牛
乳
な
ど

を
提
供
す
る
飲
食
ブ
ー
ス
や
地
域
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
行
政
ブ
ー
ス
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
行
う
ク
レ
ー

ン
ゲ
ー
ム
、
農
作
業
事
故
を
Ｖ
Ｒ
で
体
験
で
き
る

ブ
ー
ス
な
ど
様
々
な
催
し
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
の
訓
子
府
中

学
校
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
や
青
年
部
に
よ
る
ス
チ

ー
ル
コ
ン
テ
ナ
の
早
組
競
争
な
ど
も
行
わ
れ
、
来

場
者
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
た
ほ
か
、
２
，

８
０
０
袋
の
紅
白
モ
チ
ま
き
や
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
お
菓
子
ま
き
、
景
品
総
額
50
万
円
の
抽
選
会

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
ふ
れ
あ
い
祭
の
様
子
は
特
集
で
詳
し
く

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲大盛況の会場の様子
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周年
　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
は
６
月
17
日
、
合

併
20
周
年
を
記
念
す
る
「
組
合
員
ふ
れ

あ
い
祭
」
を
訓
子
府
地
区
駒
里
の
生
産

資
材
拠
点
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
組
合
員
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
20
年
間
に
感
謝
し
、
今

後
の
継
続
的
な
成
長
を
誓
う
機
会
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
夏
を
感

じ
さ
せ
る
好
天
の
中
、
組
合
員
や
関
係

者
な
ど
約
１
，２
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

ヒ
ー
ロ
ー
ク
イ
ズ
シ
ョ
ー
や
訓
子
府

中
学
校
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
テ
ン
ト

村
で
の
飲
食
ブ
ー
ス
や
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、

農
機
展
示
ブ
ー
ス
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な

ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
ふ
れ
あ
い
祭
の
様
子
に
つ
い
て
、

写
真
を
添
え
て
紹
介
致
し
ま
す
。

▲主催者挨拶を行う大坪組合長

①
開
会
式
で
挨
拶
す
る
Ｋ
ｉ
Ｔ　

Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

（
中
央
は
担
い
手
グ
ル
ー
プ
の

臼
井
職
員
）

②
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
で
農
作
業
事
故

を
体
験
す
る
来
場
者

③
・
④
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
お

菓
子
ま
き
と
モ
チ
ま
き

⑤
長
い
列
が
で
き
た
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
ブ
ー
ス

⑥
・
⑦
豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
た

大
抽
選
会

⑧
Ｊ
Ａ
が
用
意
し
た
飲
食
ブ
ー
ス

も
大
好
評

⑨
会
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
ま
し
た

⑩
青
年
部
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
は

子
ど
も
に
大
人
気

⑪
・
⑫
青
年
部
、
役
員
に
よ
る
コ

ン
テ
ナ
早
組
競
争

⑬
外
国
人
技
能
実
習
生
手
作
り
の

か
に
ス
ー
プ
を
提
供

⑭
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
森
崎
博

之
さ
ん
も
会
場
に
訪
れ
ま
し
た

⑮
・
⑯
大
迫
力
の
演
奏
を
披
露
し

た
訓
子
府
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

⑰
た
く
さ
ん
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
よ
る

ク
イ
ズ
シ
ョ
ー

合併 組合 員ふれあい祭
1

2
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▲来場者へＪＡアプリをＰＲ

▲きたみらい産農作物を使用したキッチンカー
　ブースは長蛇の列

▲行政ブースでは、訓子府町が地元の麺をＰＲ
▲よーく景品を狙って、
　バンッ！

▲クレーンゲーム、うまくとれたかな？

▲農機展示ブースでたくさんお土産買ったかな？

▲多くの方が大抽選会に参加してくれました

▲森崎さんと大坪組合長のトークショーを実施

◀▲農作業安全ブースには多くの方が
　　訪れました

▲閉会挨拶をする齊藤専務

▲圧巻の演奏を披露した訓子府中学校吹奏楽部

▲実習生も自慢のかにスープをＰＲしています
▲子どもに大人気のヒーロークイズショー

▲ＪＡ三組織役員の皆さんも
　抽選券を引きました

▲コンテナ早組競争は大盛況でした

▲イベントを楽しむ来場者
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北
海
道
の
農
業
・
農
村
を
担
う
一
員
と

し
て
、
新
し
く
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取

り
組
む
方
に
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海

道
五
連
（
中
央
会
・
ホ
ク
レ
ン
・
北
信

連
・
共
済
連
・
厚
生
連
）
会
長
連
名
の
激

励
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
新
規
学
卒
者
８
人
、
Ｕ
タ

ー
ン
13
人
、
新
規
参
入
１
人
の
計
22
人
に

激
励
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
状
授
与
式
は
、
６
月
22
日
に
Ｊ
Ａ

き
た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ
れ
、

12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
坪
組
合
長
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

五
連
の
使
命
と
事
業
内
容
を
説
明
し
た
後
、

同
じ
農
業
人
に
な
る
仲
間
た
ち
へ
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
人
ひ

と
り
に
声
を
掛
け
て
激
励
状
を
手
渡
す
と
、

新
規
就
農
者
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
な
面
持

ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲激励状を受け取る橋場さん（北見地区）

▲激励の言葉を贈る大坪組合長

▲授与式に出席した１2人の就農者とＪＡきたみらいの役員

～
き
た
み
ら
い
管
内
に
22
人
が
就
農
～

新
規
就
農
者
に
激
励
状
を
授
与

新
規
就
農
者
に
激
励
状
を
授
与

　
第
一
次
産
業
の
農
業
を
「
自
分
の
職
場
」
と
し
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
を
卒

業
し
て
就
農
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
他
産
業
に
従
事
し
、
第
二
の
職
場
と
し
て

Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
、
い
ず
れ
も
農
業
へ
の
情
熱
は
同
じ
で
す
。

　
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
方
に
、
毎
年
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
五

連
か
ら
激
励
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
の
激
励
状
授
与
式
と
北
見
地
区
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
が
、
６
月
22

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
北
見
市
、
訓
子
府

町
、
置
戸
町
の
就
農
３
年
目
ま
で
の
若
手

農
業
者
を
対
象
に
し
た
北
見
地
区
新
規
就

農
者
交
流
研
修
会
が
６
月
22
日
に
Ｊ
Ａ
き

た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
行
わ
れ
、

若
手
農
業
者
や
関
係
機
関
な
ど
合
わ
せ
て

49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
市
２
町
と
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
な
ど
で

構
成
し
て
い
る
北
見
地
区
農
業
振
興
連
絡

協
議
会
の
主
催
で
、
農
業
の
知
識
研
鑽
及

び
情
報
交
換
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
北
海
道
指
導
農
業
士
協
会
副
会

長
を
務
め
る
端
野
地
区
の
和
﨑
陽
一
氏
で

「
今
か
ら
始
め

る
、
農
業
経
営

力
の
鍛
え
方
～

農
業
情
勢
や
政

策
に
対
応
し
た

経
営
管
理
～
」

と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。
和

﨑
氏
は
こ
れ
ま

で
、
酪
農
学
園

実
践
酪
農
学
コ

ー
ス
講
師
や
北

見
地
区
指
導
農

業
士
・
農
業
士
会
会
長
な

ど
を
務
め
、
現
在
は
畑
作

等
の
営
農
の
傍
ら
、
講
演

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
和
﨑
氏
は
自
身
の

経
歴
や
経
験
を
交
え
な
が

ら
、
将
来
経
営
者
に
な
る

上
で
重
要
な
経
営
管
理
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

挑
戦
す
る
こ
と
の
重
要
性

な
ど
を
話
し
、
若
手
農
業

者
の
皆
さ
ん
へ
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

▲新規就農者へエールを送る和﨑氏

〜
新
規
就
農
者
交
流
研
修
会
で
和
﨑
陽
一
氏
講
演
〜

仲
間
や
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

▲和﨑氏（前列中央）を囲んで記念撮影

▲講演の様子 ▲講師の話に耳を傾ける参加者の皆さん

特集２
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〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
本
部
〜

除
草
方
法
、農
作
業
安
全
を
学
ぶ

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部
〜

個
性
溢
れ
る「
グ
ラ
ス
サ
ン
ド
ア
ー
ト
づ
く
り
」

▲除草方法の説明を聞く会員

▲トラクターからの死角を確認する様子

役
割
や
除
草
に
効
果
的
な
薬
剤
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
研
機
構
の
積
栄
氏
、
紺

屋
朋
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
農
作
業
安

全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に

ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
縦
席
か
ら
死
角
に
な

る
場
所
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｖ

Ｒ
視
聴
専
用
の
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
て

農
作
業
事
故
の
仮
想
体
験
も
行
い
、
現

実
的
に
起
こ
り
う
る
問
題
と
し
て
認
識

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

体
験
や
実
演
が
多
く
、
会
員
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
質
問
が
挙
が
っ
た
有
意
義

な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

本
部
は
６
月
９
日
、
当
Ｊ
Ａ
小
麦
乾
燥

調
製
貯
蔵
施
設
で
学
習
会
を
行
い
、
会

員
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
は
有
馬
芳
枝
会
長
が

「
今
回
の
学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
日

頃
の
農
作
業
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
日
産
化
学
株
式
会
社
の

中
山
悟
史
氏
、
コ
ハ
タ
株
式
会
社
の
林

和
寿
氏
、
当
Ｊ
Ａ
資
材
推
進
グ
ル
ー
プ

の
岡
本
主
幹
を
講
師
に
迎
え
、
庭
先
の

雑
草
に
対
す
る
効
果
的
な
除
草
方
法
を

は
じ
め
、
雑
草
と
は
何
か
、
除
草
剤
の

▲砂や飾りを選ぶ部員たち

▲制作する部員たち▲完成した作品

砂
を
足
し
な
が
ら
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
挑

戦
す
る
部
員
も
お
り
、
個
性
溢
れ
る
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
「
様
々
な
色
の

砂
が
あ
り
、
完
成
を

想
像
し
な
が
ら
作
る

の
が
楽
し
か
っ
た
」

「
作
る
人
の
カ
ラ
ー

が
出
る
作
品
だ
か
ら

見
て
楽
し
め
た
」
と

い
っ
た
声
が
あ
が
り
、

部
員
同
士
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部

は
６
月
７
日
、
当
Ｊ
Ａ
置
戸
地
区
事
務

所
で
グ
ラ
ス
サ
ン
ド
ア
ー
ト
づ
く
り
の

研
修
会
を
開
催
し
、
部
員
15
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ス
サ
ン
ド
ア
ー
ト
と
は
透
明
な

ガ
ラ
ス
の
器
に
カ
ラ
フ
ル
な
砂
（
カ
ラ

ー
サ
ン
ド
）
を
積
み
重
ね
て
模
様
を
作

る
作
品
で
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
の
中

に
観
葉
植
物
や
造
花
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
施
す

な
ど
、
自
分
好
み
の
作
品
を
作
り
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

部
員
ら
は
数
種
類
の
砂
や
飾
り
を
選

び
、
完
成
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
砂
の

幅
や
配
色
を
変
え
、
中
に
は
少
し
ず
つ

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
23

日
、
北
見
市
民
会
館
で
農
薬
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
青
年
部
の
資
材
に
対
す
る

知
識
の
習
得
と
購
買
部
と
の
関
係
強
化

を
目
的
と
し
て
、
青
年
部
と
購
買
部
共

同
で
企
画
。
前
半
は
基
礎
編
と
し
て
、

購
買
部
資
材
推
進
グ
ル
ー
プ
の
鶴
田
主

幹
よ
り
農
薬
に
関
す
る
基
本
的
な
用
語

や
、
病
害
や
薬
害
な
ど
に
関
す
る
基
礎

的
な
内
容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
後

半
は
応
用
編
と
し
て
ホ
ク
レ
ン
北
見
支

所
生
産
資
材
課
の
前
田
課
長
が
各
病
害

の
原
因
や
特
徴
、
感
染
の
流
れ
な
ど
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
説
明
し
ま
し

た
。

　

学
習
会
終
了
後
は
資
材
推
進
グ
ル
ー

プ
職
員
と
前
田
課
長
を
交
え
て
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

昆
野
将
之
部
長
は
「
生
産
資
材
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
資
材
の
知
識
習
得
や

関
係
各
位
と
の
交
流
は
と
て
も
重
要
。

部
員
の
日
々
の
営
農
に
役
立
て
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲▼学習会の様子

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部×

購
買
部
〜

学
習
会
を
通
じ
て
知
識
習
得
と
関
係
強
化
を

を
行
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
焼
き
肉

を
囲
み
親
睦
を
深
め
、「
ア
ー
ム
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
、
東
支
部
の
武

田
翔
太
さ
ん
が
優
勝
。
11
月
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
Ｊ
Ａ
青
年
部
研
修
大
会
に
き
た
み

ら
い
代
表
と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

昆
野
将
之
部
長
は
「
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
、
多
く
の
部
員
や
職
員
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
嬉
し
く
思
う
。
こ
れ
か

ら
の
活
動
も
多
く
の
部
員
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
、
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
６
月
29

日
、
部
員
と
若
手
職
員
が
交
流
す
る
ソ

フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
訓
子
府
町
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
、
職
員
合
わ
せ
て
約
90
人
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
貝
沼
隼
人
代
表
監
事

が
「
部
員
同
士
と
職
員
が
共
に
交
流
を

深
め
、
楽
し
く
怪
我
な
く
プ
レ
ー
す

る
」
と
選
手
宣
誓
。
ケ
ガ
へ
の
抑
止
啓

蒙
を
図
り
な
が
ら
の
競
技
と
な
り
、
終

始
メ
ン
バ
ー
を
チ
ェ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

部
員
と
職
員
混
合
の
18
チ
ー
ム
で
試
合

▲競技の様子

▲懇親会の様子

〜
部
員
ら
90
人
が
参
加
〜

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
主
催
部
員
職
員

　
　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
開
催
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今回は青年部南支部理事の笠野真太郎さんに登場いただきました。

◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　おおらかな性格だと思います！もともとはの
んきな性格でもありましたが、家事や育児、農
作業をどのようにしたら効率よく時間が使える
か考えているうちにせっかちになりました。子
どもが手を離れた今でも、なかなか癖が抜けま
せん！
♦趣味は？
　ハウスで野菜を作ることです。たくさんの種
類を作っており、トマトだけでも４種類！その
他にはキュウリ、ブロッコリーなど近所の農家
さんから苗をもらいながら育てています。
　音楽を聴くことも好きで、草取りをしながら
聴いたりもしています。
♦組織活動の魅力は？
　様々な経営の部員がいるので、いろいろな話
を聞くことで情報交換ができ、自分にとってプ
ラスになります。また、視察などでは、個人で
行けないような場所にも行くことができますし、
たくさんの人と親睦を深められることが魅力
です。
♦これから取り組みたいことやがんばりたいこ
　とは？
　趣味の野菜作りを年々、上手に作れるように
頑張りたいと思います。
　最近は身体の不調を少しずつ感じるように
なってきたので、長く仕事を続けたり趣味を楽
しむために健康な身体づくりに励みたいと思
います。

みらいプロジェクトチャンネル
vol.26

　今回も、イギリスの食料農業政策の最新事情についてお伝えする。ＥＵ離脱を契機として、そ

れまではＥＵ共通の農業政策という枠組みの中で政策を構築しなければならなかったイギリスが、

独自の農業政策の立案に取り組みはじめていることを前回、前々回と紹介してきた。ＥＣ（ＥＵ

の前身）に加盟したのが1973年であるから、約50年ぶりに国独自の政策を立案することが出来る

ようになったイギリスを待っていたのが、コロナパンデミックに伴う世界的な食料・農業生産を

めぐる環境の変化であった。それを踏まえて、政策策定の最大の目的は、いかにして自国の農業

生産を持続可能なものとするのか。そして全ての国民に適切な価格で、健康な食生活を提供でき

るような持続的な農業、食料、フードシステムを作りあげるのか、ということに収れんされるこ

とになった。

　ＥＵからの離脱という独自の事情はあるが、こうした政策立案の背景は、日本における新しい

食料農業農村基本法の制定に向けた背景と通じるところも多いだろう。ではイギリスはどのよう

な「政策」でこれを実現しようとしているのだろうか。今回は2022年にイギリス政府から出され

た「Government food strategy（フードストラテジー）」と2023年６月に関係者が集まって開催

された「The Farm to Fork Summit」の内容から、その特徴、つまりどのような考え方をしている

のか、という点について紹介しよう。

　いま、農業、より厳密に言えば農地には、炭素の貯留、環境の修復・保全そして食料生産と、

相反するような期待が寄せられている。これに全て答えることは｢アクロバティック（曲芸のよ

うな）｣な課題である。そうしたなかで、フードストラテジーとしては、①健康・高品質な食料

の安定的な供給と、②持続的、未来にまで続く農業生産方法の確立を実現しようとしている点が

挙げられる。食料の安定供給については、国内の生産拡大と、国内で生産できないが食料安全保

障に重要な作物の安定的な輸入の実現である。国内の安定的な生産には、資材価格の変動などが

今後も予測される中で、生産者のリスクマネジメントや「保険」の新たな開発、効果的な農業経

営計画の立案などが必要だとしている。そして、輸入に関しては、”like-minded”（考え方が似て

いる）国との連携の促進をより進めること。さらには、現在の農産物価格上昇の影響をより深刻

に受けている国々へのサポート、つまり国際的な視点からも効率的なフードシステムを作ること

が重要だという認識がされている。

　②で考えられているのは、環境の修復・保全である。前述したように、食料生産と環境保全と

いうアクロバティックをどうするのか。提案されているのが「スリーコンパートメント（三区

分）モデル」である。生産性の高い土地は食料生産をおこない、生産性の低い土地については、

本コーナーでも紹介した「リジェネレイティブ」な方法による農業を実施、更に生産性の低いと

ころについては、環境保全のために転換する。イングランドの農地面積は920万haあるが、その

33％の農地から全体の57％の生産がなされている、という数値が示されている。このように農地

を生産性に応じて区分することで、アクロバティックな課題を乗り越えようというのだ。

　その他の特徴としては、①農業、フードシステムの従事者の雇用条件の改善、スキルの向上が

目標とされている、②子どもの肥満率を半減すること、がフードストラテジーの中で掲げられて

いることが挙げられる。

　持続的な農業生産を目指すことと、食料生産の拡大（食料自給率の向上や食料安全保障上自給

した方が良い作物の生産振興、油糧食物や野菜類など）をいかに進めるのか。フードストラテジ

ーの提案に対しては、すでに様々な課題や反対が出されている。現状は、目標は大きく掲げてい

るが、そこへの道筋はいまだ模索中、ということだろう。それは、当然のことである。政府にだ

けこの難問の答えを任せているのでは解決策は見えない。結局は、多くの人達が関係しながら試

行錯誤していくしかないのだろう。

上常呂地区・常川

萬城　一葉さん（57歳）

かず　は

 今回は女性部の萬城副部長に登場いただきました。

「趣味の野菜作りを
　　 精一杯楽しみたい！」

視察などを通じて
  色々なことを吸収したい

訓子府地区・西富

笠野　真太郎さん（35歳）

しん  た ろう

●就農したきっかけ
　　子供の頃から家の手伝いをしていて農業が身近にあり、自 

　然と後継者になりたいという思いがありました。

●農業にかける思い
　　玉ねぎやてん菜を作付けしています。常に色々な情報にア

　ンテナを張り、自家の営農に活かせるように考えています。

●趣味
　　野球などのスポーツ観戦が好きです。新球場にも行ってみ

　たいです。

●青年部の魅力
　　視察研修で色々な場所を見て回れることです。視察先で情

　報を吸収することが好きなので、コロナが明けてたくさん活

　動ができそうなので楽しみです。

　　また、部員交流はもちろん、色々な地域の人との交流もあ

　るので、若い人にも是非たくさん参加してもらいたいですね。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

イギリスの農業食料情勢について②
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令和４年度ＪＡグループオホーツク　みんなのよい食プロジェクト

スキムミルクを使った！レシピ紹介②

▲表彰式での集合写真

　当ＪＡは５月31日、未来に向けて食料の安定
供給や持続的な農業の発展などを目的に農林水
産省が行う「令和４年度未来につながる持続可
能な農業推進コンクール」で北海道農政事務所
長賞を受賞しました。
　当ＪＡで行うカーボンオフセットやロス規格
を加工品原料にするなど環境負荷低減や効率的
な生産に向けた取り組みが評価され、北海道農
政事務所の福島一所長から大坪組合長へ賞状が
手渡されました。

環境負荷低減の取り組みで表彰！

　

北
見
市
内
の
老
舗
和
菓
子
店
「
お
菓
子
処
一
勝

庵
」
で
は
、
６
月
か
ら
冷
や
し
ぜ
ん
ざ
い
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

同
店
で
は
、
本
誌
で
何
度
も
紹
介
し
て
い
る
通

り
、
地
域
食
材
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
商
品
を
作
り

た
い
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
食
材
を
使
用
し
た
商

品
を
多
く
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
冷

や
し
ぜ
ん
ざ
い
は
４
年
前
か
ら
夏
期
限
定
で
販
売

し
て
お
り
、
苅
谷
博
樹
専
務
は
「
京
都
な
ど
で
は

身
近
に
売
ら
れ
て
い
る
ぜ
ん
ざ
い
を
北
海
道
で
も

愛
さ
れ
る
存
在
に
し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

苅
谷
専
務
は
「
ぜ
ん
ざ
い
は
食
材
の
味
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
わ
る
分
、
良
い
食
材
を
使
わ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
考
え
、
原
材
料
に
当
Ｊ
Ａ
産
え
り

も
小
豆
の
紅
凛
を
採
用
し
ま
し
た
。
も
ち
に
は
、

小
豆
に
負
け
な
い
風
味
を
持
つ
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
き

た
ゆ
き
も
ち
を
使
い
、
焼
き
目
を
つ
け
て
味
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
加
え
て
お
り
、
国
産
和
栗
を
添
え
る

こ
と
で
見
た
目
に
高
級
感
を
出
す
な
ど
細
部
に
ま

で
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
「
暑
い
夏
に
ピ
ッ
タ
リ

の
ぜ
ん
ざ
い
に
は
、
地
域
食
材
の
魅
力
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

同
店
で
は
冷
や
し
ぜ
ん
ざ
い
を
９
月
中
旬
頃
ま

で
販
売
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▲６月から販売している冷やしぜんざい

冷やしぜんざいは店頭販

売を行っていますが、１

つからの予約も受け付け

ていますので予約注文の

場合は直接お問い合わせ

ください。

（一勝庵：
　　0157-23-3733）

価格 380円（税込）

※定休は水曜日

夏
に
ピ
ッ
タ
リ
「
冷
や
し
ぜ
ん
ざ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
が
で
す
か
？
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第５回 理事会報告
　６月28日、午前９時00分より第５回定例理事会が開催され、報告事
項20件、決議事項９件が協議され、原案通り承認されました。
　
【報告事項】
①監事監査報告（コンテナ・共計ＤＢ等実地棚卸監査）について
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
④ＪＡバンク基本方針に基づく体制整備モニタリング報告について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく経営状況（財務モニタリング）報告に
　ついて
⑥ＪＡバンク経営戦略シートの作成について
⑦ＣＳＲレポート2023の発行について
⑧道連の決算及び剰余金について
⑨人事の発令について
⑩作況調査（６月15日）報告について
⑪ジャガイモシストセンチュウ対策としての麦コンバイン洗浄用洗車
　機の導入について
⑫令和５年産コムギ萎縮病の状況について
⑬令和５年度太陽光発電設備導入に係る補助事業申請見送りについて
⑭令和５年度生乳生産目標数量の設定について
⑮生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑯第20回ＪＡきたみらい乳牛共進会（合併20周年記念事業併催）につ
　いて
⑰Ｒ４年度燃料事業正組合員向け利用促進奨励施策実施報告について
⑱６月14日降雹・集中豪雨被害報告について
⑲令和５年度夏期地区別懇談会の日程変更について
⑳第５次中期経営計画実践状況報告について
　
【決議事項】
①出資減口について
②固定資産の取得について
③外部出資金の増口について
④第６次地域農業振興方策並びに中期経営計画策定にあたっての基本
　方針（案）について
⑤酪農経営安定対策に係るＪＡ独自支援について
⑥理事報酬の配分について
⑦令和５年度夏期地区別懇談会提出資料について
⑧Ｒ５年農産・青果物取扱要領の設定について
⑨ＪＡきたみらい農畜産物生産構造ビジョンの発行について

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

介護保険サービス①

Ｈ30.04　入組

Ｈ30.04　販売企画部野菜果実グループ

Ｒ03.04　販売企画部組織振興西グループ

■在職期間　５年２か月

　令和５年５月31日付で職員が

退職しましたのでお知らせ致し

ます。

　在職中は、組合員皆様をはじ

め、地域皆様の御厚情をいただ

き誠にありがとうございました。

退 職 の お 知 ら せ

（販売企画部
組織振興西グループ）

藤 田 　夏 帆
ふじ た か ほ

　令和５年６月１日より職員が入組しましたのでご

紹介致します。組合員のみなさん、これからよろし

くお願い致します。

採 用 の お 知 ら せ

金融共済部
北見本店総合渉外課

野 口 　和 寿
の ぐち かず ひさ
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの
「玉ねぎ焼肉のたれ」と「麦まるごとうどん
（平打ち）」２袋をプレゼント致します。

６月号まちがいさがしの当選者
　６月号のまちがいさがしの答えは「２、４、５、６、１１」

でした。正解者21名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、JAきたみらいの「玉ねぎ黒酢入

りドレッシング」と「玉ねぎうま塩」をプレゼント

致します。

（　　　）内は地区名

・黒川百合子さま（訓子府）・奥山　宏美さま（置　戸）
・渡辺　心晴さま（訓子府）・西川　日郷さま（端　野）
・豊原まゆみさま（北　見）・渡辺　香理さま（相　内）

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　おひさまサラダCOOKINGの活用ありがとうござい
ます！ちょっと変わった美味しいレシピを紹介して
いますのでこれからもぜひ参考にしてください。

（匿名希望さん）

運植えも終わって、ゆっくりと料理も手のこんだ
ものを作れるようになりました。おひさまサラ
ダＣＯＯＫＩＮＧとても助かります。ありがと
うございます。

田

（上常呂地区　加藤　塁さん）

動会も楽しく終わり、野球少年
団の体験とサッカー少年

団の体験に行きました。２つと
も楽しいけど、サッカーの方が
やりたいかな…

　どっちも好きだと選ぶのは迷いますよね…。
　私はあまり運動はしませんが、どちらか選ぶなら私もサ
ッカーかな(笑)
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和５年６月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,596人

5,704人

874戸

118,052百万円

16,597百万円

4,928百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

アユとスイカのハーブ焼きガパオ風そうめん

・６月17日、合併20周年記念事業の組合員ふれあい祭を開催しましたが、

　ご来場いただいた皆さんは楽しんでいただけたでしょうか？コンテナ

　早組競争や縁日、キッチンカーなど多彩な催しがあり、暑い中でした

　がとても盛り上がっていて良かったです！

・これから収穫作業も続々と始まってきますね。例年農作業事故が増え

　る時期となってきますので、ケガや事故には十分注意した作業をお願

　いいたします。 　　　　　　　　　　　　　　　　　    （加藤　拓海）

❶ナスは縦に５mm幅の千切り、赤ピーマンは縦に
５mm幅の千切りにする。ニンニクとショウガは
みじん切りにする。

❷フライパンにサラダ油を入れ熱し、豚ひき肉をよく
炒め、Ａを全て入れ、さらに中火で２～３分炒める。

❸②にサッと素揚げしたナスと赤ピーマン、ナンプラー、
砂糖を加え強火で１分ほど炒め、仕上げにざく切り
にした半量のバジル、レモン汁を加え混ぜ合わせる。
❹ゆでたそうめんを器に盛り、つゆを張り、上に③

を盛り付け、残りのバジルを散らし出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………………………………………２把

…………200ml
………………………………………100g

………………………………………………２本
………………………………………２個

……………………………………………12枚
……………………………………大さじ１

……………………………小さじ1/2
……………………………小さじ1/2

…………小さじ２
……小さじ1と1/2

……………小さじ１
…………………………………大さじ２

…………………………………………小さじ２
………………………………………１個分

そうめん
麺つゆ（そうめん用ストレート）
豚ひき肉
ナス
赤ピーマン
バジル
サラダ油
　　ニンニク
　　ショウガ
Ａ　甜麺醬（てんめんじゃん）
　　豆板醬（とうばんじゃん）
　　豆鼓醬（とうちじゃん）
ナンプラー
砂糖
レモン汁

❶小玉スイカは２cm幅にスライスし、トウモロ
コシはゆでて３cm幅に切る。キュウリとミョ
ウガは千切りにし混ぜて水にさらし、ざるにあ
げておく。すりおろしタマネギの水気を切り、
Ａをボウルでよく混ぜ合わせておく。

❷オーブンを220度に熱し、天板にアユを並べオ
リーブ油をかけハーブソルトを振り10～12分
焼き、半分に切る。フライパンにオリーブ油を
熱しスイカ、トウモロコシを両面焼いておく。

❸器に②を盛り付け、キュウリ、ミョウガ、パク
チーで飾り、Ａを流し出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………………………………………………２尾

……………………………………1/6個
………………………………………1/2本
…………………………………………１個
…………………………………………適宜

…………………………………1/2本
………………………………………適宜
……………………………………適宜

　
……………………1/2個分

………………………………小さじ1/2
…………………………………………大さじ１

………………………………大さじ１
…………………………………少々

アユ
小玉スイカ
キュウリ
ミョウガ
パクチー
トウモロコシ
オリーブ油
ハーブソルト
A　ソース
　すりおろしタマネギ
　粉からし
　酢
　オリーブ油
　塩・こしょう


